
第4節　公営企業会計

公営企業法適用の村の事業は上水道事業のみであり、決算概況は下記のとおりです。

（１）収益的収支

（２）資本的収支

貸借対象表（平成22年3月31日）

備考

収支決算状況

（単位：千円）

科　　　目 金　額 科　　　目 金　額

（資産の部） （負債の部）

固 定 資 産 2,461,879 固 定 負 債 1,751

流 動 資 産 391,109 流 動 負 債 124

（資本の部）

資 本 金 1,366,582

剰 余 金 1,484,531

資 産 合 計 2,852,988 負 債 ・ 資 本 合 計 2,852,988

（単位：千円）

区　　　分 平成21年度（Ａ） 平成20年度（Ｂ） 差　引　　　（Ｃ） 増減率（Ｃ）／（Ｂ）

収益的
収　支

総収益 97,816 99,867 △ 2,051 △ 2.1

総費用 97,611 97,937 △ 326 △ 0.3

差引純利益（損失） 205 1,930 △ 1,725 △ 89.4

繰越利益剰余金 △ 23,980 △ 25,910 1,930 7.4

未処分利益剰余金 △ 23,775 △ 23,980 205 0.9

（未処理欠損金）

資本的
収　支

資本的収入 60,000 36,250 23,750 65.5

資本的支出 102,474 73,294 29,180 39.8

差引 △ 42,474 △ 37,044 △ 5,430 △ 14.7

（補填財源）

内部留保資金 42,474 37,044 5,430 -

その他 - - - -

総収益では、前年対比で２．１％の減、総費用は前年対比で０．３％の減となりました。その結果、２１年度の

純利益は２０万５千円となり、繰越欠損金２,３９８万円を差引き、当年度未処理欠損金が２,３７７万５千円となりま

した。

資本的収支では、差引４,２４７万４千円の財源不足となりました。

支出の内容では、石綿セメント管更新事業に伴う配水管布設工事が主なものです。

- 18 -




